
裏面（注意事項・設計の留意事項）をご覧下さい 
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基礎貫通部排水管の設置 排水枝管の接続

管の支持固定

KCユカマスSの接続

立上り管端部の切断・仕上げ（流出径100の場合）

垂直確認
VU100

養生 

●排水管の両端を養生してください。
●流出径100の場合、VU100立上り管が垂直となるよう
に、排水管を鉄筋等にしっかり固定してください。

●流出径75の場合、VULL75の上面が水平となるよう、
排水管を鉄筋等にしっかり固定してください。

●KCユカマスSと排水枝管を接着接合してください。
●KCユカマスSに接続する管は、VU75をご使用くださ
い。VU50を接続する場合は、異径継手75×50をご使
用ください。（管、継手はクボタケミックス製をご使
用ください）

●排水枝管を接続しないKCユカマスS受口には、専用キ
ャップ（別売）を本紙裏面記載の手順で取り付けてく
ださい。

●排水枝管は下表の支持間隔・勾配を目安に支持固定し
てください。

●基礎貫通排水管の上流側内面（VULL75、VUDS75の
受口内面、またはVU100の内面）とKCユカマスS流出
口外面に接着剤を塗りムラや塗りもれのないように円
周方向に薄く均一に塗布してください。

●KCユカマスSが水平となるよう排水管の上流側に接合
し60秒以上保持してください。

コンクリート打設時に排水管が傾くとKCユカマ
スSの水平がとれません。排水管が移動しないよ
うコンクリートを打設してください。

流出径100の場合、排水管は必ずクボタケミック
ス製VU100を使用してください。VP100は接合
できません。

流出径75の場合、KCユカマスS下流側の継手は
必ずVULL75を使用し、宅地ますへの接続は異径
エルボVUL100×75でφ100に拡径してくださ
い。深基礎の場合はKCユカマスSの流出口に
VUDS75を接合し、VU75を介してVULL75に接
続してください。

叩き込んで接合しないでください。

内面バリ取り 立上り管の切断 

35 
50 

＜内面切断例>＜内面取り例>

接着剤塗布

50 75 

1箇所目 KCユカマスS付近 

呼び径 
支持間隔

呼び径 50 75 
勾配 支持金具(市販品)

仮挿し時の受口
内面までの高さ

●立上り管を基礎天端で管軸に対して垂直に切断、バ
リ取りを行ってください。

●KCユカマスSを仮挿しして受口内面までの高さを測
ってください。

●仮挿し時の受口内面までの高さが45～50mmになる
ように立上り管の内面処理を行ってください。

1.2m以内 1.5m以内 

1/50以上 1/100以上

KCユカマスSの仮挿し

接合後60秒以上保持

2箇所目（X）

KCユカマスS
標 準 施 工 法

●お守りください
お守りいただく内容の種類を右の絵表示で
区分し、説明しています。 

気をつけていただきたい
「注意喚起」の内容です。

行ってはいけない
「禁止」の内容です。

必ず実行していただく
「強制」の内容です。

①流出径100の場合

異径エルボ
VUL100×75 水平確認VU75

VUDL100

大曲がりエルボ75
(VULL75)

②流出径75の場合

566 仕切板の設置

6反時計回り

リング

取り外し 取り外し
取り外し

蓋 仕切板
【仕切板の取り外し方】

出荷時位置

流入

流入

流入

このマークを
流入方向に合わせる

【仕切板の設置方法】

仕切り

仕切り

仕切りを奥まで
差し込む

下から見た図

●2Fトイレまたは3Fトイレ配管を接続す
る場合はKCユカマスS内部の仕切板を一
旦取り外し、仕切りの位置を流入方向に
合わせてください。

●雑排水および6L以下の1Fトイレ配管の
場合、仕切板の位置変更は不要です。

●リフォームの際には必ずトイレの容量を確
認し、仕切りの要、不要を判断してください。

●2Fトイレと3Fトイレを同時に接続する
場合は仕切り（別売）を追加設置してくだ
さい。

●1Fに8Lトイレを接続する場合は2F、3F
トイレに加えて、1Fトイレを接続する側
にも仕切りを設置してください。

【仕切り（別売）の追加設置方法（例）】

汚水が越流しますので仕切りが必要な箇所には必ず設置してください。

仕切り位置



KCユカマスS　注意事項

KCユカマスS　設計の留意事項

KCユカマスS本体とリングの合いマークが合っているこ
とを確認してください。
ロックされ、簡単にリングが回らないことを確認してく
ださい。

KCユカマスSは1F床下に設置してください。
KCユカマスSに合流可能な最大排水量は
「雑排水131L/分＋トイレ2台」です。
トイレ排水は単独で直接KCユカマスSに接続し、雑排水
系統と合流させてください。（ただし、通気管または通
気弁のついた2F・3Fトイレは同階のトイレ手洗いと合流
可能です。）
雑排水は、VUDV継手で合流後、KCユカマスSに接続し
てください。合流部は45Y継手のご使用を推奨します。

2Fと3Fのトイレを合流した場合、
KCユカマスSに接続しないでください。
※同時排水時にトラップの封水がはね出す場合があります。

2Fと3Fの排水については、騒音や誘導サイフォンに
よる破封を防ぐために、従来配管と同様に通気管また
は通気弁を設置してください。

床下点検口や人通孔からKCユカマスSや基礎壁に到達可
能なように排水枝管を配管してください。

蓋内部の通気弁を分解しないでください

通気管

2F、3Fにトイレを
設置する場合

2F、3Fで雑排水を
2器具以上合流する場合

2Fと3Fのトイレを合流した場合、
KCユカマスSに接続できません

2Fと3Fの排水には通気管または
通気弁を設置してください

トイレ

トイレ

トイレ

トイレ
手洗い

台所 洗濯機
洗面 バス トイレ

手洗い

トイレトイレ

トイレトイレ

トイレトイレ手洗い 手洗い 洗濯機
洗面

蓋の着脱に支障をきたさないように、蓋の上方には
100mm以上のスペースを確保してください。
床下は空気の流入が行われるよう通気口等を設けてくだ
さい。

蓋に内蔵している通気弁は、取り外し・分解を行わない
でください。通気弁が破損する危険があります。

ほこり等の侵入を防ぐため、工事中は袋等で覆い養生し
てください。

本体合いマーク

リング合いマーク
リング

キャップ（別売り）の取り付け方法 ●キャップのOリングにクボタケミックスVスプレーを外
周全体にわたり、吹きかけてください。
●キャップの爪部とKCユカマスS受口部の切り欠き部を
合わせて挿入してください。
●キャップを時計回りに止まるまで回してください。こ
のとき本体合いマークとキャップのU字溝の位置が合
っていることを確認してください。

滑材は必ずVスプレーを使用してください。

Oリングにねじれや汚れがないことを確認してください。

切り欠き 爪

ユカマス
受口

キャップOリング
キャップ

本体合いマーク

キャップ
U字溝

時計回り

袋等で覆う

蓋

通気弁
分解

仕切り板を使用しない方法

上記LLオフセットは 
１曲がりと見なす 

上記45L連続2曲がりは 
１曲がりと見なす 

●トイレ配管の1F床下配管部分に水平曲がりを2ヶ所以
上入れることで仕切板と同様の越流防止効果が得られ
ます。
●水平2曲がりのうち、左図の配管については1曲がりと
見なしてください。

本　　社
東京本社

〠556-8601
〠111-0041

大 阪 市 浪 速 区 敷 津 東 一 丁 目 2 番 4 7 号
東京都台東区元浅草二丁目6番7号マタイビル4階

☎06(6648)2375（ダイヤルイン）
☎03(5246)7800（ダイヤルイン）


